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町
村
に
お
い
て
も
、
同
様
に
排
出
量

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

11
月
末
現
在
、
約
１
１
４
万
人
と

推
計
し
て
お
り
、
前
年
対
比
若
干
の

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

各
施
設
の
11
月
末
現
在
の
売
上
状

況
等
に
つ
い
て
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
」
の
売
上
金
額
は
、

前
年
対
比
約
２
％
減
の
状
況
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
中
展
望
船
に
つ
い
て
は
、

10
月
26
日
で
運
航
を
終
了
し
て
お
り
、

運
航
実
績
は
、
利
用
客
３
万
９
４
５

人
（
前
年
対
比
７
５
４
人
の
減
）、売

上
金
額
３,

５
９
６
万
円
（
前
年
対

比
１
１
２
万
円
の
減
）
と
い
う
状
況

で
す
。
十
月
の
時
化
等
に
よ
る
運
航

中
止
の
影
響
を
受
け
、
昨
年
を
若
干

下
回
り
ま
し
た
が
、
香
港
か
ら
の
利

用
客
の
増
も
あ
り
、
３
年
連
続
で
３

万
人
の
利
用
客
と
な
り
ま
し
た
。

「
味
処
し
ゃ
こ
た
ん
」
に
つ
い
て

は
、
11
月
５
日
で
営
業
を
終
了
を
し

て
お
り
、
売
上
金
額
は
、
前
年
対
比

３
％
の
減
、
約
１,

０
１
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
末
現
在
の
外
来
患
者
数
の
状

況
は
、
延
べ
７,

２
４
１
人
（
１
日

平
均
44
人
）
で
、
昨
年
同
期
と
比
較

し
４
２
０
人
の
減
（
前
年
度
１
日
平

均
47
人
）
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
診
療
所
運
営
収
支
の
状
況

は
、
11
月
末
ま
で
の
収
入
が
約
４,

１
５
０
万
円
、
支
出
は
約
５,

５
５

０
万
円
で
、
差
引
き
約
１,

４
０
０

万
円
の
赤
字
額
と
い
う
状
況
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

冬
季
の
街
の
活
性
化
を
願
っ
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
積
丹
飲
食
店
組
合

が
主
催
し
た
「
第
２
回
は
し
ご
酒
大

会
」
が
11
月
10
日
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
参
加
し
た
約
２
０
０
人
の
方
々

が
、
は
し
ご
酒
を
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。

ま
た
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た

「
ど
っ
こ
い
積
丹
冬
の
陣
」
の
第
１

弾
が
、
11
月
18
日
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
約
１
千
人
の
観
光

客
な
ど
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
同
会
場
で
開
催
さ
れ

た
「
に
し
ん
ル
ネ
サ
ン
ス
」
事
業
で

は
、
に
し
ん
豊
漁
時
代
の
ビ
デ
オ
上

映
や
に
し
ん
料
理
の
提
供
、
更
に
は
、

後
志
支
庁
長
や
江
差
町
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
長
ら
約
20
人
を
招
い

て
の
「
に
し
ん
街
道
」
標
柱
の
除
幕

式
が
、
同
セ
ン
タ
ー
前
庭
で
併
せ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
２
弾
は
、
12
月

２
日
、
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
を
会
場

に
「
積
丹
鍋
の
競
演
」
が
開
催
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
冬
期
観
光
に
向
け
た
取

り
組
み
は
、
町
内
の
商
工
観
光
団
体

を
中
心
に
、
地
域
の
振
興
を
め
ざ
し

て
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら

そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
対
外
的
な
認
知
や
知
名

度
を
高
め
る
た
め
の
継
続
的
な
努
力

の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

が
、
今
後
に
お
け
る
通
年
型
観
光
に

向
け
た
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
延
長
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
18
年
度
北
海
道
産
業
貢
献
賞

（
観
光
事
業
功
労
者
）
表
彰
式
が
、

11
月
17
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札

幌
で
行
わ
れ
、
積
丹
観
光
協
会
が
、

冬
季
観
光
へ
の
取
り
組
み
な
ど
永
年

に
わ
た
る
観
光
振
興
策
に
対
す
る
地

道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
高
橋
北
海

道
知
事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
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関
係
者
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
ご

努
力
に
対
し
ま
し
て
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

11
月
末
に
お
け
る
農
協
取
扱
額
は
、

当
初
計
画
に
比
べ
、
約
４
％
増
の
５

億
３,

４
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

昨
年
に
増
し
て
、
大
雪
に
よ
る
雪

解
け
が
遅
れ
、
更
に
、
７
月
か
ら
の

干
ば
つ
に
近
い
少
雨
の
気
象
条
件
の

下
で
、
作
柄
が
懸
念
さ
れ
た
畑
作
は
、

昨
年
実
績
並
の
約
１
億
９
０
０
万
円

（
前
年
度
１
億
１,

０
０
０
万
円
）の

生
産
見
込
額
と
の
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
干
ば
つ
の

影
響
に
よ
り
小
玉
傾
向
と
一
部
疫
病

発
生
な
ど
が
あ
り
な
が
ら
も
、
生
産

量
は
計
画
比
92
・
６
％
、
生
産
額
で

１
０
３
・
６
％
、
約
１,

７
０
０
万

円
で
あ
り
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
は
、
小
玉
傾
向
が
顕
著

で
、
生
産
量
で
は
計
画
比
85
・
６
％

と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
生
産
額
と

し
て
は
、
価
格
動
向
の
高
値
維
持
な

ど
か
ら
、
計
画
比
２
・
６
％
増
の
約

４,

１
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

開
さ
れ
た
も
の
の
、
食
の
安
全
性
へ

の
信
頼
感
の
低
下
な
ど
か
ら
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
さ
れ
ず
、
結
果
と

し
て
国
産
牛
の
価
格
の
高
値
傾
向
が

持
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年

比
２
・
３
％
増
の
生
産
額
が
維
持
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
末
現
在
の
利
用
状

況
は
、
入
浴
者
数
10
万
９,

８
３
５

人（
前
年
対
比
６,

２
２
６
人
の
減
）、

入
館
料
等
収
入
総
額
１
億
４
３
０
万

円
（
前
年
対
比
７
１
６
万
円
の
減
）

と
い
う
状
況
で
す
。

な
お
、
冬
期
間
の
利
用
客
の
増
大

対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
町
議
会

行
財
政
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会
等

で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
経
緯

に
あ
り
ま
す
が
、
期
間
限
定
に
よ
る

利
用
料
金
の
引
下
げ
と
運
営
経
費
の

縮
減
策
に
つ
い
て
検
討
を
急
い
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
利
用
料
金
の
引

下
げ
に
つ
い
て
は
、
町
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
の
意
見
を
も
伺
い
関
係

条
例
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

11
月
29
日
の
北
海
道
新
聞
で
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
自
由
貿
易
協
定

に
向
け
た
「
乳
製
品
、
牛
肉
、
小
麦
、

砂
糖
に
対
し
て
の
関
税
問
題
」
が
提

起
さ
れ
る
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
国
際
的
な
動
き
は
、「
農

業
」
の
果
た
す
多
様
な
役
割
り
を
は

じ
め
、
食
料
基
地
を
自
認
す
る
北
海

道
と
し
て
も
、
北
海
道
農
業
の
危
機

で
あ
り
、
農
家
４
万
戸
の
５
割
に
あ

た
る
２
万
１
千
戸
が
離
農
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
関
連
す
る
道
内
経
済
へ
の

甚
大
な
影
響
は
約
８
万
８
千
人
が
失

職
す
る
な
ど
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、

北
海
道
経
済
は
も
と
よ
り
、
地
域
崩

壊
に
直
結
す
る
と
い
う
深
刻
な
懸
念

を
北
海
道
知
事
が
表
明
す
る
な
ど
、

か
つ
て
な
い
危
機
感
が
広
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

酪
農
畜
産
を
基
幹
と
す
る
当
町
に

お
い
て
は
、
牛
肉
、
乳
製
品
等
へ
の

ま
た
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
仁
木
町

ト
マ
ト
生
産
組
合
と
の
連
携
が
３
年

目
と
な
り
、
生
産
技
術
の
向
上
が
着

実
に
反
映
さ
れ
、
収
量
増
と
と
も
に

品
質
面
で
も
一
級
品
の
割
合
が
98
％

を
占
め
る
ほ
ど
の
成
果
と
な
り
、
更

に
、
市
場
傾
向
か
ら
高
価
格
の
維
持

が
続
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
結
果
と

し
て
生
産
額
で
は
前
年
比
約
45
％
増

（
計
画
比
28
％
増
）の
約
３,

１
０
０

万
円
の
実
績
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
戸
別
の
反
収
に
差
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
、
相
互
指

導
の
ほ
か
、
施
設
栽
培
の
拡
充
や
戦

略
的
な
販
売
手
法
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
一
層
の
経
営
努
力
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
酪
農
関
係
で

昨
年
末
か
ら
の
生
乳
の
生
産
調
整
が

続
き
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

年
度
計
画
に
比
べ
生
産
量
で
95
％
、

生
産
額
で
89
％
、
約
２
億
３
０
０
万

円
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
生

産
調
整
の
強
化
と
と
も
に
、
夏
場
の

消
費
等
の
需
要
不
足
と
乳
価
の
下
落

が
大
き
な
要
因
で
す
。

肉
牛
関
係
で
は
、
出
荷
頭
数
で
計

画
比
11
％
増
、
販
売
額
で
17
％
増
の

約
２
億
２,

１
０
０
万
円
が
見
込
ま

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
は
、
肉
牛
の
対
米
輸
入
が
再
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関
税
撤
廃
か
ら
自
由
貿
易
と
な
れ
ば
、

肉
牛
及
び
生
乳
の
価
格
暴
落
が
歴
然

と
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
直
撃
を

免
れ
ず
、
壊
滅
的
な
事
態
に
な
り
か

ね
な
い
と
い
う
極
め
て
危
機
的
な
状

況
に
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
下
で
、
新
お
た
る

農
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
と
し
て
、

北
海
道
並
び
に
全
国
の
農
協
中
央
会

で
は
、
組
織
を
あ
げ
て
、
関
税
撤
廃

の
絶
対
阻
止
運
動
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

国
に
お
い
て
は
、
全
国
の
農
業
を

守
る
た
め
に
も
、
米
麦
、
牛
肉
、
乳

製
品
、
砂
糖
な
ど
の
重
要
品
目
の
除

外
確
保
等
に
向
け
た
強
固
な
方
針
を

も
っ
て
、
貿
易
交
渉
に
臨
ん
で
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

行
に
よ
る
漁
船
海
難
事
故
防
止
対
策

に
万
全
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

異
な
る
ウ
ニ
種
苗
放
流
事
業
の
実
情

を
も
考
慮
の
う
え
、
同
漁
協
と
と
も

に
、
新
た
な
供
給
先
の
確
保
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協
議
の
結
果
、
平
成

20
年
か
ら
の
放
流
種
苗
に
つ
い
て
は
、

社
団
法
人
北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公

社
鹿
部
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
本
町
産
母

貝
に
よ
る
放
流
種
苗
の
供
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
で
す
。

本
年
度
計
画
し
た
婦
美
二
地
区
に

お
け
る
下
刈
り
２
・
５
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
神
岬
地
区
下
刈
り
30
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
及
び
除
伐
39
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
作
業
を
降
雪
前
に
す
べ
て
終
了

し
、
11
月
24
日
付
け
で
緑
資
源
機
構

に
完
了
届
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

11
月
末
日
現
在
の
総
水
揚
量
は
３,

４
１
６
ト
ン
（
前
年
対
比
13
％
増
）、

総
水
揚
額
は
約
13
億
３,

８
０
０
万

円
（
前
年
対
比
12
％
増
）
と
い
う
状

況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

２
年
続
け
て
の
不
漁
年
を
経
て
、

本
年
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
ブ

リ
漁
の
好
調
や
11
月
か
ら
の
前
浜
漁

場
で
の
イ
カ
漁
の
豊
漁
と
、
秋
ホ
ッ

ケ
漁
の
平
年
近
く
の
水
揚
げ
な
ど
に

よ
り
、
夏
漁
の
不
振
を
挽
回
し
た
こ

と
が
要
因
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
厳
し
い
冬
期
間
の
操
業
に

向
か
う
こ
と
か
ら
、
安
全
操
業
の
励

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
改
修
費
に
多
額

の
財
政
負
担
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
来
、
行
財
政
改
革
検
討
事

業
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

休
廃
止
を
含
む
今
後
の
施
設
運
営
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

た
経
緯
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
管
理
運
営
委
託
先
の
東
し

ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合
と
は
、
施

設
の
保
守
管
理
や
職
員
の
安
全
確
保

な
ど
に
困
難
性
が
増
し
て
い
る
状
況

下
で
の
、
今
後
の
種
苗
生
産
委
託
経

費
等
の
採
算
の
見
通
し
や
、
同
漁
協

を
含
む
ウ
ニ
種
苗
の
今
後
の
広
域
的

な
供
給
確
保
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
施
設
で
の
ウ
ニ
種

苗
の
生
産
供
給
事
業
は
、
現
在
中
間

育
成
中
の
種
苗
を
平
成
19
年
春
放
流

向
け
と
し
て
出
荷
が
完
了
し
た
後
、

休
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
種
苗
セ
ン
タ
ー
休
止
後

の
ウ
ニ
種
苗
放
流
事
業
に
必
要
な
種

苗
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
合
併

前
の
旧
３
漁
協
管
内
地
区
に
お
け
る

８
月
30
日
着
工
し
た
本
施
設
に
つ

い
て
は
、
基
礎
工
事
が
完
了
し
、
現

在
、
躯
体
工
事
及
び
機
械
設
備
搬
入

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
12
月
11

日
現
在
の
全
体
工
事
進
捗
率
は
、
約

64
％
で
、
明
年
２
月
28
日
の
竣
工
に

向
け
て
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
の
直
轄
漁
港
と
し
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
美
国
漁
港
の
北
防

波
堤
工
事
及
び
余
別
漁
港
の
西
護
岸

等
工
事
は
、
12
月
上
旬
ま
で
に
そ
れ

ぞ
れ
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
単
独
事
業
に
よ
り
各
漁

港
に
お
い
て
維
持
補
修
工
事
が
実
施

さ
れ
た
漁
港
は
、
美
国
漁
港
及
び
野

塚
漁
港
で
は
維
持
浚
渫
工
事
、
幌
武

意
漁
港
及
び
余
別
漁
港
（
来
岸
地
区
）



漁
港
区
域
外
を
含
む
船
揚
場
の
砂
利

の
整
地
及
び
滑
り
材
の
補
修
等
に
つ

い
て
、
漁
業
者
、
漁
協
等
の
協
力
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
道
へ
の
要
請
な

ど
に
よ
り
応
急
復
旧
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

本
年
度
の
町
の
除
排
雪
計
画
は
、

町
道
１
０
５
路
線
35
・
６
㎞
、
公
共

施
設
内
８
・
４
㎞
、
合
計
44
㎞
を
常

時
除
雪
路
線
と
し
、
う
ち
町
道
及
び

公
共
施
設
合
計
26
㎞
に
つ
い
て
は
、

運
搬
排
雪
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

美
国
地
区
流
雪
溝
の
効
果
的
な
運
用

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

昨
年
に
引
続
き
、
11
月
８
日
に
小

樽
土
木
現
業
所
余
市
出
張
所
管
内
の

除
雪
会
議
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
の
記

録
的
な
大
雪
に
よ
り
、
小
樽
開
発
建

設
部
を
は
じ
め
各
自
治
体
が
除
排
雪

作
業
に
苦
慮
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
国
道
、
道

道
及
び
町
道
と
の
一
層
の
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
、
除
雪
費
の
節

減
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
下

に
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
見
直
し
し
た

除
雪
車
出
動
基
準
（
一
夜
積
雪
深
10

㎝
）
の
維
持
と
、
町
道
沿
線
土
地
所

有
者
や
町
民
各
位
に
よ
る
堆
雪
場
所

の
提
供
等
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
効
率
的
な
除
排

雪
作
業
の
実
施
を
念
頭
に
、
住
民
生

活
の
安
全
確
保
と
快
適
な
冬
の
生
活

環
境
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

12

で
は
、
低
気
圧
被
害
に
よ
る
船
揚
場

滑
り
材
補
修
工
事
、
日
司
漁
港
で
は

岸
壁
補
修
・
浚
渫
な
ど
の
工
事
が
施

工
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
11
月
末
日
ま
で

に
完
了
し
ま
し
た
。

漁
場
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
北

海
道
を
事
業
主
体
と
す
る
神
岬
地
先

の
「
ヤ
リ
イ
カ
産
卵
礁
設
置
事
業
」

及
び
余
別
沖
の
「
大
型
魚
礁
設
置
事

業
」
が
、
10
月
末
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ

れ
完
了
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
当
町
管
内
に
お
い
て
本
年

度
実
施
さ
れ
た
水
産
関
係
公
共
事
業

予
算
は
、
総
額
約
５
億
４,

８
０
０

万
円
と
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

年
を
追
っ
て
公
共
事
業
予
算
枠
の
厳

し
い
削
減
が
続
い
て
い
る
現
在
、

国
・
道
関
係
機
関
の
ご
配
慮
に
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
７
日
通
過
し
た
低
気
圧
に
よ

る
主
な
水
産
被
害
は
、
漁
船
沈
没
１

隻
（
余
別
漁
港
・
来
岸
）、
定
置
網
の

破
損
（
美
国
地
区
）
２
件
、
幌
武
意

漁
港
及
び
余
別
漁
港
（
来
岸
）
の
船

揚
場
ス
ベ
リ
材
流
失
45
本
な
ど
延
べ

８
件
、
被
害
総
額
約
２,

５
０
０
万

円
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
漁
港
内
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
多
量
の
漂
着
ゴ
ミ
の
処
理
並
び
に
、

本
年
度
発
注
工
事
21
件
の
内
、
す

で
に
完
了
し
た
主
な
工
事
は
、
町
単

独
公
共
施
設
雪
害
復
旧
工
事
、
補
助

小
規
模
治
山
工
事
（
幌
武
意
漁
港
地

先
）
な
ど
20
件
、
工
事
契
約
総
額
６,

７
７
９
万
８
千
円
で
す
。

ま
た
、
11
月
末
現
在
の
発
注
率
は
、

97
％
で
あ
り
、
未
発
注
工
事
の
河
口

閉
塞
除
去
工
事
１
件
に
つ
い
て
は
、

来
春
の
河
川
増
水
前
の
発
注
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

国
道
２
２
９
号
新
西
河
ト
ン
ネ
ル

に
接
続
す
る
幌
内
府
橋
の
架
け
替
工

事
が
、
11
月
末
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
12
年
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
武
威
ト
ン
ネ
ル
、
新
西

河
ト
ン
ネ
ル
間
の
防
災
対
策
工
事
が

終
了
し
、
本
町
の
重
要
な
国
道
道
路

網
の
整
備
向
上
と
交
通
安
全
確
保
が

図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
引
続
き
、
余
別
地
区
の
防

災
対
策
事
業
（
新
余
別
ト
ン
ネ
ル
）

の
早
期
完
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

幌
武
意
国
有
林
治
山
工
事
に
つ
い

て
は
、
落
石
防
止
壁
64
ｍ
、
雪
崩
防

止
柵
19
基
が
当
初
完
了
予
定
の
明
年

２
月
末
よ
り
３
か
月
ほ
ど
早
い
11
月

末
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

将
来
的
な
防
災
対
策
が
望
ま
れ
る

国
有
林
が
特
に
多
い
本
町
に
あ
っ
て
、

国
費
予
算
枠
の
厳
し
い
治
山
事
業
の

採
択
に
、
特
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
い

た
北
海
道
森
林
管
理
局
石
狩
森
林
管

理
署
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

補助小規模治山工事




